











れた。H. Mitterand と H. Suwala の共編になる書誌 Émile Zola journaliste, bibliographie 
chrnologique et analytique – I. (1859-1881) は、この副題の示す 23 年間に発表された
1800 篇を目録にまとめている。他方で同書の指摘によれば、これとは別に 1871 年 2
月から 1877年 5月にかけて日刊紙 Sémaphore de Marseille にも匿名でほぼ同数の記
事を寄稿しているのであるから、未発見の記事を加えれば総数は優に 3600 篇を超え
ることになる 1)。 
	 ゾラ没後 100 年を記念して 2002 年から 2012 年にかけて、藤原書店からゾラ・セ
レクション全 11 巻が出版された(別巻は未刊)。発表者はそのうちの第 8 巻『文学論
集』の編訳を担当していて、上記の記事の中から重要な 13 篇を選んで訳し一冊にま
とめた 2)。選んだ記事は以下の通りである。 
	 『わが憎悪』（1866 年）から 
	 	 「エドモン・ド・ゴンクール氏およびジュール・ド・ゴンクール氏による共著 
	 	 『ジェルミニー・ラセルトゥー』」 
	 『実験小説論』（1880 年）から 
	 	 「現実感覚」「個性的な表現」「演劇における自然主義」「若者たちへの手紙」「文 
	 	 学における金銭」「描写論」「淫らな文学」 
	 『自然主義の小説家たち』（1881 年）から 
	 	 「作家ギュスターヴ・フロベール」「バルザック」（抄訳）「スタンダール」 
	 『文学的文書』（1881 年）から 




	 『新論戦』（1896 年）から 




発する。アモンは著書 Le Personnel du roman, le système des personnages dans les 







型の筋の図式などによって定義することができる、と断ったうえで 3)、 « La notion 
de projet réaliste (écriture et savoir) »(第１部第1章のタイトル)からそれらの問題の考
察を始める。彼はまずアウエルバッハが著書『ミメーシス――西欧文学における現
実の表象』仏訳版 4) で指摘したレアリスムに共通する計画に大筋で賛意を表したの









はゾラが各々の小説について書きとめた膨大な準備文書 « dossiers préparatoires » 
に当たる必要があるだろう。 
 
	 アモンは言う。 (...) le projet réaliste se caractérise par la volonté : 










































  b) de mêler les registres stylistiques ; 
  「様々な文体上の調子を混在させる」については、これを説明する記述は『文学
論集』の中には見当たらない。 






れるこの区分図式において、彼はまず四つの世界(Peuple, Commerçants, Bourgeoisie, 





想を、それが結実しているはずの作品と対応させてみよう。2. Un roman qui aura pour 
cadre la vie sotte et élégamment crapuleuse de notre jeunesse dorée (...)「金メッキの施さ
れた我らが若者たちの、嘆かわしく巧みに悪事を犯す人生を枠組みとする小説」に
ついては実現されなかったか、あるいは 20 巻に膨れあがった時にいくつかの作品に
分配されたものと思われる。3. Un roman qui aura pour cadre les spéculations (...)「投機
を枠組みとする小説」は『獲物の分け前』に、4. Un roman qui aura pour cadre le monde 
officiel (...)「公職の世界を枠組みとする小説」は『ウジェーヌ・ルーゴン閣下』に、
5. Un roman qui aura pour cadre les fièvres religieuses du moment (...)「当節の宗教熱を枠
組みとする小説」は『ムーレ神父のあやまち』に、6. Un roman qui aura pour cadre le 
monde militaire (...)「軍隊の世界を枠組みとする小説」は『壊滅』に、7. Un roman qui 
aura pour cadre le monde ouvrier (...)「労働者の世界を枠組みとする小説」は『居酒屋』
に、8. Un roman qui a [sic] pour cadre le monde galant (...)「色恋の世界を枠組みとする
小説」は『ナナ』に、9. Un roman qui aura pour cadre le monde artistique (...)「芸術家
の世界を枠組みとする小説」は『作品』に、そして最後の 10. Un roman qui aura pour 













  d) de soumettre le texte au procédé dominant de l’hypotaxe, procédé que l’on peut définir 
de façon très large comme la mise en œuvre de tout ce qui vient souligner la lisibilité, la 
cohérence et la cohésion logico-sémantique interne du récit (répétitions, annnonces, 
procédures de désambiguïsation diverses, rappels, etc.) ; 
  d) の指摘については、発表者はほとんど的確な説明ができない。難解な術語が出
てくるからである。« hypotaxe » は « parataxe » の対概念で翻訳書『ラルース言語
学用語辞典』は、前者を「従列」後者を「並列」と訳していて、例として前者につ
いては « Cet homme est habile, aussi réussira-t-il. »「この人は有能だ、だから成功する






ると思われる。とすれば発表者は « hypotaxe » に「位階関係法」という訳語を当て
はめたくなる。すなわち、異なる階層に位置づけられる諸々の要素を関係づけるや
り方である。引用文中（	 ）内に記された「反復」「予告」「曖昧さ除去の様々なや
り方」「想起」などを指して、アモンは発表者が聴講した講義の中で « redondances » 
(良い意味での「冗長」「贅言」)という言葉を使っていた。つまり余剰に属する部分
で、それらを物語展開の本筋と関連づけることによって、レアリスム小説は、そし
てゾラの小説は « lisibilité »「読みやすさ」が担保されているということであろう。
この理解が正しいのであれば、 f) にかかわってゾラが問題にする描写は、









だろう。『ルーゴン・マッカール叢書』の副題が、« l’histoire naturelle et sociale d’une 





  f) la volonté de décrire exhaustivement le réel (ce qui nous obligera à tenir compte de 
cette forme, de cette « figure » stylistique particulière, qu’est la description), un réel 






















































みやすく」することにあるとすれば、ここにも先に述べたゾラにおける « hypotaxe » 
「位階関係法」にかかわる技法の一つを見出すことができるだろう。 
 




objective (« vraie » « vérifiable », authentifié par des garants, etc.) au lecteur, donc en 
considérant dans le texte même des marques ou commentaire, implicite ou explicite, destiné 


















  h) la confiance accordée à une méthode de création aux protocoles soigneusement régis, et 
fixés à l’image de méthodes appartenant à d’autres champs du savoir (la médecine, la 














  i) une conception, souvent implicite, de la langue comme nomenclature	 (une chose = un 
mot), et de l’écriture comme pure transparence au réel et au document qu’elle est chargée de 
véhiculer. 
	 これについても『文学論集』にはこれに相当する記述は見られない。アモンが 




















	 	 	 	 	 	 	 想像力 ＝ 荒唐無稽な(ロマネスク)もの、作り話を案出する能力 
VS 
	 	 	 	 	 	 現実感覚 ＝ 観察と分析の能力。自然を感じとり、それをありのままに表現すること 
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